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総額214億6５００万円の９月補正予算等が成立
広島県議会は、９月定例会を９月１５日から１０月２日までの日程で開き、物

価高騰等への対応や新型コロナウイルス感染症対策など、計２１４億６４５７

万円の補正予算案等について審議を行い可決成立しました。また、令和４年

度の決算書が提出され、その認定については決算特別委員会を設置し閉会

中に継続審査することとなりました。また今期から９月定例会でも代表質問を

行うこととし、ふくち基弘が所属する民主県政会からは、鷹廣純議員（安佐南区）

が代表質問、上野寛治議員（安芸区）、犬童英徳議員（呉市）の２名が一般質問を

行いました。（質問の概要は以下と裏面、詳細は広島県議会のホームページをご覧ください。）

令和５年度９月補正予算の主な内容

物価高騰による影響の緩和・・・・・・・・・・・６９億２２００万円

医療機関・社会福祉施設等への支援・・・・・・・・・・・・・・・・９億円

金融機関を活用した資金繰り支援・・・・・・・・・・・・・・・・・４０億円

配合飼料価格高騰による畜産経営体への支援・・・・・・１４億円

新型コロナウィルス感染症対策・・・・・・・・・・８億２４００万円

介護サービス事業所等の感染拡大防止対策・・・・・・・・・８億円

広島の魅力発信・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６億９２００万円

広島県宿泊促進キャンペーン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４億円

広島空港の国際航空ネットワーク再構築支援・・・・・・・・・２億円

令和５年７月豪雨災害対応・・・・・・・・・２５億２００万円

新型コロナ緊急支援交付金の返還・・・・・５０億８７００万円

財政調整基金への積立・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４８億円
etc.

令和４年度の広島県の決算の概要は下記の
とおりです。９月２６日、委員１６人で構成される
決算特別委員会が設置され、議会閉会中に審
査を行います。１２月定例会にて審査結果が報
告され、議決されます。

一般会計決算の概要

歳入決算額 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ 兆 ２ ７ ７ ９ 億円
歳出決算額 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ 兆 ２ ５ ６ ４ 億円
翌年度繰越財源 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ２ ０ 億円
実質収支額 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ９ ４億円

特別会計決算の概要

歳入決算額 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ５ ５ ４ ２ 億円
歳出決算額 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ５ ４ １ ６ 億円
翌年度繰越財源 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ４ 億円
実質収支額 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ２ ３億円

（質問） 県立広島病院等４つの医療機関を統合して設置する新病院が、新たに取り組もうとされている医

療機能については、どのような考え方に基づき整理をされたのか。

（答弁） 新病院は、患者にも医療従事者にも魅力があり、標準治療が確立された症例のみならず、難易

度の高い症例が集積された高度急性期及び急性期機能を担うハイボリュームセンターとして全国トップレ

ベルの高水準かつ安全な医療を提供するとともに、救急、小児、がんなど政策医療分野における基幹的

機能を有する拠点病院を目指している。新病院の整備を契機として、将来にわたって県民の皆様がどこに

住んでいても、質の高い医療を安心して受けることができる体制の構築に向けて全力で取り組んでいく。

鷹 廣 純 議 員 （広島市安佐南区）

９月定例会の様子
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９月定例会における主な質問内容

文教委員会にて質疑

（質問） 給食費の無償化に向け、県の市町を支援

する取組について伺う。

（答弁） 学校給食費の無償化については、多額の

経費負担を伴うことから、国において一律に

検討されるべき。現在、国で学校給食費の

無償化に係る実態調査を行っており、今後、

この調査結果等を踏まえ、具体的な方策を

検討することとされている。教育委員会とし

ては、国の動向を注視するとともに、学校給

食の無償化について、引き続き国に要望し

ていく。

（質問） 高齢化する障がい者の方への福祉政策の

推進について、どのように考えているのか。

（答弁） 高齢障がい者については、加齢に伴う心身

機能の低下に加え個々の障がい特性などに

より、多様な課題があるため、住み慣れた地

域で生き生きと生活できるよう、介護予防や健

康づくりを推進していくとともに、医療や介護

が必要となった場合には、一人一人の状況に

合った支援を行うことが重要。高齢障害者が

住み慣れた地域で安心して自分らしく暮らせ

るよう、取り組んでまいりたい。

８月１８日の文教委員会で、今年度の新しい広島県公立高等学校入学

者選抜制度で導入された、自己表現について質疑を行いました。高校入

試に必要な自己表現力を小中学生のうちからどう身に付けさせるのか、ま

た入学後の高校生に対し、これからの大学入試制度改革によりさらに求

められる思考力・判断力・表現力をいかに身に付けさせようと考えている

のか等について問い質し、自己表現力や思考力等を身に付け伸ばしてい

くには少人数学級であることがより効果的であることから、湯来南高校な

ど定数確保の難しい高校で少人数学級のまま存続させることを提案しま

した。また、昨年度わいせつセクハラの懲戒処分が急増した要因や今後

の対策について、（株）ホーユーの営業停止の問題などについて取り上げ

ました。

湯崎知事に要望書を提出

８月２１日、民主県政会として

湯崎知事に９月補正予算に関

する要望書を提出しました。

文教委員会で県内調査

７月１２日、１３日の日程で、文教委員会の県内調査を行いました。

大崎上島町の広島叡智学園では、生徒たちにより学園についてのプ

レゼンや校内の案内、留学生との交流の状況などについて説明を

上野寛治議員（広島市安芸区） 犬童英徳議員（呉市）

その他の活動

文教委員会での質疑の様子

受けました。また、東広島市の

SCHOOL“S”では、不登校等児童生

徒の学びの場づくりや自立支援の取

組について調査しました。その他、福

山工業高校の図書館リニューアルの

状況や、大崎海星高校の地域と一

体となった課題解決に向けた取組な

どについて、視察しました。
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